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材料工学委員会、総合工学委員会、環境学委員会合同 

サーキュラーエコノミーのための資源・材料の循環利用検討分科会

（第 26期・第７回） 

議 事 要  旨 

 

１.会議名 材料工学委員会、総合工学委員会、環境学委員会合同 

サーキュラーエコノミーのための資源・材料の循環利用検討分科会（第 26期・第７回） 

２.日 時 令和７年１２月１２日（金）１５：００〜１７：００（分科会） 

                   １７：３０～１９：３０（意見交換会） 

３.会 場 東京大学本郷キャンパス 山上会館地下 001室及びオンライン会議（ハイブリッド開催）  

４.議題等  

（１）「見解」(案）提出の経過報告 （資料１） 

意思の表出の申出書が約 11 か月かかりようやく受理され、「報告」として提出すること

になった。フォーマットを整え年明けには提出する。 

（２）次年度の学術フォーラム開催案 （資料２） 

2026 年 9 月 18 日学術会議講堂にて学術フォーラムを実施する予定で準備を進める。登

壇者、登壇順について話し合われ、おおむね案は承認されたが、登壇者から簡単なパワー

ポイント資料を集め、遠隔会議で数回打ち合わせをしながら、フォーラムのストリーを練

ることとなった。司会および総合討論ファシリテーターについても(分科会当日は欠席であ

ったが)了承が得られた。 

（３）日本学術会議法人化への準備状況報告 （資料３） 

  資料 3に従って現状報告がなされた。 

（４）その他 

  特になし。 

以上 

 


